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　　　　　　　　　　ブラネタりウム聞き書き
　日本に於いて最初にプラネタリウムの債値と其の構造とを一般に紹介され
たのは山本t一・・清博士であって，共れはドイツ國に初めてプラネタリウムが出
來た1926年の翌年，軽口ち1927年であった・（L天界「第74號）しかるに，其れと
殆んど同時に，帥ち昭和二年に大阪電氣軌道株式倉杜（就長金森叉一郎氏）は
早くも此のプラネタリウムを生駒山上に設置することを計書し，たまたま某
氏が敵将へ出張せられるのに委囑し，イエナ市で實地にプラネタリウムを硯
察せられたが，結局，設置揚所と共の興業償値調査に平して學的樺威者との
援i燭を敏き，計書を止められたといふ，
　次いで今から約二年前，阪1首位鐵では甲子園にプラネタリウムを建設する
ことを計叢されたが，崩れも揚所が不適當なるを認め，中止されたといふ。
　こんなわけで，既に2度までも計書が中【ヒされたが，今般の大阪市電氣局
は始めより山本博十を詐術顧問として計書を進め，途に建設の決定を見るに
至った：次第である．爾ほ聞く所によれば，祠炉のフレiザ1會祠二が更に叉或
る方面からの内交渉を受けて，プラネタリウム楡入の見積りをしてみるとの
ことである．
　叉，東京の科學．博物館でも数年來プラネタリウム建設の希望を有ってみる
由であるが，未だ文部省の豫算に計上されるに至らない．
　　　　　　　　　　A　　　　　V　　　　　A　rvv
　　　　　　ロスアンゲレス市のブラ示タリウム開館
　米國ロスアンゲレス市グ・…欄・・ttモ．　　♪画
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ド1ムを有し，共のうち二つは天鎧槻測用の赤道1義望遠鏡を備へ，一つはツ
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アイス製のプラネタリウム用のド1ムである．
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　　　　　　フィラデルフィヤの’プラネタリウム成る
　米墨で第二番のフ．ラネタリウムが昨年末Philadelphia市a）Benjamin　Fran－
klin　Memorial　an（I　Franklin　InstiLuteに出來上った．　Plalletariumの事：1よ天界
第74號に共の構造を精しく整い・たことがある通り，ン亡々猫脚國MUnchen市
のDeutsches　Museumの1．1三任Oskar　von　MUIIei’氏が考案し，　Carl　Zeiss會
就のBauerfeld博士が設計し
たもので，ドイツには1926年
以來就に多く作られてみる
が・米國では1928年Chicago
市でAdler氏の寄附金により
作られ，ll乍1933竿σ）．【比界博覧
會中の呼びものとなってみ
た．（天界第152號第387頁滲照）
こんどのPMade！phia市のプ
ラネタリウムは，直径68吸
（23米）のド1ムを有し，中に
500人の座席がある．そして，
Sabille氏a）設註十【こよ　り，　牛寺‘こ
晋聲の反響を避ける事に注意が擦はれ，完全を期してみる，
　Planetariuin中の最重要な映明器はアレイ形のもので，中に1］9個の幻燈器
が含まれ，天室に2700ケの屋と銀河とが示されることになってみる．
　費川は故Cyrus　II．　K．　Curtisの寄附金が約5，000，000ドル，共の他，　Franklin
Institutcから3，000，000ドルが獲られたもので，去．i－J．二月開館された．　Ins　titute
全膿の．1三任はHoward　Mc　Clenahan氏，又，天文部の主任はJames　stokley
氏である．〔N．Y．　Times，19330ct．29〕
